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本日は、大変お忙しいところ、お集まりをいただき、誠にありがとう

ございます。  

 

令和６年度  当初予算の編成が終わりましたので、その概要について、

ご説明申し上げます。  

令和６年度当初予算につきましては、一般会計３９１億円となりまし

た。  

予算の編成にあたっては、まちづくりの指針となる真岡市総合計画

2020-2024 の着実な推進をはじめ、議会各会派からの建議要望や市民の

皆様からの意見の反映、「真岡市７０周年および二宮誕生７０年」にふ

さわしいまちづくりへの対応など、これらを軸に、選ばれる都市もおか

の実現に向けた、『もおか７０年  未来をつむぐプロジェクト予算』と

して、「ＪＵМＰ  ＵＰ  もおか」、「だれもが“わくわく”するまち」

を目指し、市民の皆様が、希望をもって、楽しさを実感し、そして市制

施行７０周年を皆様と共に祝える予算編成に努めたところであります。  

 

それでは、令和６年度当初予算の内容について、資料「令和６年度当

初予算の概要」に基づいて、ご説明いたします。  

 まず、１ページの総括表でありますが、一般会計は３９１億円、  

前年度に比べ、２０億４千万円、５．５パーセントの増加であります。  

特別会計につきましては、全部で、６つの会計となりますが、全会計

の合計では、１７４億８，２６４万２千円で、前年度に比べ、６億９，

２７７万８千円の増加であります。  

 

 水道事業会計は、２０億８，９３５万２千円で、前年度に比べ、  

１億８，２７２万５千円の減少であります。  

 下水道事業会計は、３９億４，１６５万８千円で、前年度に比べ、  

６，２９１万４千円の増加であります。  

一般会計、特別会計、事業会計を合わせた合計では、  

６２６億１，３６５万２千円で、前年度に比べ、  

２６億１，２９６万７千円の増加であります。  

 

次に、２ページは、一般会計予算の推移を表にしたものであります。  

 

 次に、３ページをご覧ください。  

一般会計歳入予算であります。主なものを申し上げます。  
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 １款、市税につきましては、１３７億４，３８４万９千円で、前年度

に比べ、６億８，３３０万６千円、４．７パーセントの減少を見込んで

おります。  

 

主な理由といたしましては、固定資産税における３年に一度の評価替

えによるものでありますが、減少額のうち、３億６，６００万円につい

ては、国の総合経済対策における定額減税分であり、この減税分は１０

款、地方特例交付金にて補填されることとなっております。  

７款、地方消費税交付金につきましては、令和５年度収入見込みや地

方財政計画を勘案し、２億７，０００万円増の、２０億６，０００万円

を見込んでおります。  

１１款、地方交付税につきましては、例年、普通交付税を１８億円、

特別交付税を５億円と見込んでおりましたが、交付実績や新たな子育て

需要枠が創設されることなどから、普通交付税を３億円増額し、合計２

６億円を見込んでおります。  

１５款、国庫支出金、１６款、県支出金につきましては、障害福祉サ

ービス事業費の増や児童手当の拡充などにより、それぞれ増加を見込ん

でおります。  

１８款、寄附金につきましては、ふるさと寄附金の受入れ増により、

今年度当初予算２億円から６億５，０００万円まで寄附目標額を増額し

ております。  

１９款、繰入金は、公共施設整備基金、学校施設整備基金、ふるさと

基金の繰入れ増により、１４億６，９１８万２千円増の、３８億７，１

６９万７千円であります。  

 

 次に、４ページは、  

一般会計における財源構成の推移と財政指標の推移を、  

５ページは、一般会計の歳出予算を、  

６ページは、一般会計を性質別に分類したものを、  

７ページは、普通建設事業費を会計ごとに  

分類したものを掲載しております。  

 

なお、８ページからは、特別会計及び事業会計の歳入、歳出などを掲載

しております。主な部分についてのみ、ご説明いたします。  
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 ８ページをご覧ください。  

国民健康保険特別会計でありますが、医療の高度化や高額薬剤の

保険適用により医療費が増加することで保険給付費 負担が増加とな

っております。  

 

次に、１０ページをご覧ください。  

介護保険特別会計（保険事業勘定）では、介護報酬の改定や介護

保険利用者数の増により、国民健康保険特別会計同様、保険給付費

が増加となっております。  

 

次に、１２ページをご覧ください。  

産業団地整備事業特別会計は、今年度の土地取得及び物件補償の

順調な進捗により、前年度に比べ、整備費が 減少となっております。  

引き続き物件補償及び造成工事などを進め、令和６年度末の第２

期予約分譲にむけて事業を推進してまいります。  

 

 次に、１５ページをご覧ください。  

ここからは、一般会計における令和６年度の主な新規・拡充、継続

事業についてご説明申し上げます。  

はじめに、総務費でありますが、  

１番、秘書事務費「海外友好都市バーチャルツアー事業」につきまし

ては、友好都市であるハーヴィー市との間で、相互理解を深め、交流・

訪問意欲を喚起するため、互いの市民を対象としたバーチャルツアーを

開催いたします。  

２番、防災対策費「避難所空調機器の導入」につきましては、特

に避難所開設の可能性が高い、一次避難所である真岡小学校体育館

と山前分館体育館に移動式 の空調を２台ずつ設置し、避難者の良好

な生活環境を整備いたします。  

３番、結婚支援事業費「結婚新生活支援補助金」につきましては、結

婚に伴う経済的負担を軽減するため、新婚世帯に対して、住宅費用や引

越費用の一部を補助し、結婚支援を推進してまいります。  

４番、デジタル推進事業費「キャッシュレス対応レジの導入」につき

ましては、デジタル化の推進と市民の利便性向上のため、本庁市民課及

び二宮支所にキャッシュレス決済に対応したレジを導入いたします。  

５番、ＩＣＴ教育推進事業費「学校電子黒板ワイヤレス転送装置の設

置」につきましては、学校に配置された電子黒板の準備作業を簡素化し、



２月５日（月）令和６年度当初予算 記者会見 要旨 

 - 4 - 

デジタルコンテンツやＩＣＴ機器を活用した効果的な授業の展開を推進

いたします。  

６番、企画費「総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略策定業

務」につきましては、令和６年度に計画期間が終了する真岡市総合計画

及びまち・ひと・しごと創生総合戦略の次期計画を、今年度実施した市

民アンケートや市民会議の内容を踏まえて策定してまいります。  

７番、公共交通対策事業費「もおかベリー号運行業務」につきまして

は、高齢社会やまちづくりの変化に対応するため、実証運行結果を踏ま

えたうえで、中心市街地と周辺地区を結ぶ足として運行を継続してまい

ります。  

８番、ふるさと寄附事業費「返礼品の発送、ポータルサイト運営委託

業務」につきましては、寄附受け入れ目標を６億５千万円とし、さらな

る魅力ある返礼品の開拓や寄附受け入れ体制の強化を図ってまいります。  

９番、地域おこし協力隊移住定住活動事業費「募集及びインターンシ

ッププログラム業務」につきましては、新たな地域おこし協力隊を募集

するとともに、市と応募者とのミスマッチを防ぐため、事前ワークショ

ップや地域取材を体験してもらうなど、インターンシッププログラムを

実施してまいります。  

１０番、複合交流拠点整備事業費「複合交流拠点施設の建設」につき

ましては、令和７年春の開館に向けた工事最終年度であり、図書館・子

どもの遊び場や地域交流の場が融合する複合施設の工事と開館準備を継

続してまいります。  

なお、この施設が、市民の新たな居場所「サードプレイス」として、永

く愛され、親しまれる施設となるように、２月２９日までの期間で愛称を

募集しており、今年５月頃に決定する予定であります。  

１１番、井頭周辺活性化事業費「井頭温泉・チャットパレスリニュー

アル」につきましては、いがしらリゾートの中心的施設である井頭温泉

及びチャットパレスのリニューアル工事を実施し、魅力的な観光資源の

1 つとして新たな客層の獲得を目指してまいります。  

１２番、まちづくり推進事業費「まちづくりプロジェクト交付金」に

つきましては、真岡まちづくりプロジェクト、通称「まちつく」の中心

市街地の空き店舗を活用した社会実験など、まちづくり活動を支援して

まいります。  

１３番、市制施行 70 周年記念事業費「いちごハッピーフェスタの開

催」につきましては、市制施行 70 周年という大きな節目を迎えるにあ

たり、市民総ぐるみでお祝いし喜びを分かち合うことで地域の絆を深め
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るとともに、市内外にも真岡の魅力を発信してまいります。  

 

次に、１６ページをご覧ください。  

民生費でありますが、  

１４番、ねたきり者等紙おむつ購入助成費「在宅福祉の経済的負担軽

減」につきましては、在宅６５歳以上の要介護度３以上や身体障がい者

などで常時おむつを使用する方を対象に月 3,000 円分の給付券を支給し、

対象者本人及び介護者の身体的・経済的負担の軽減と在宅福祉の向上を

図ってまいります。  

１５番、こども家庭センター運営事業費「子どもの居場所づくり事業

補助金」につきましては、全ての妊産婦・子育て世帯などへ一体的に相

談支援を行う「こども家庭センター」が設置されるなかで、養育環境に

課題を抱え、家庭や学校に居場所のない子ども達に対し、居場所やこど

も食堂などの生活支援の提供を行う団体に対し補助金を交付することで、

子どもの居場所づくりの支援体制を強化してまいります。  

１６番、放課後児童健全育成事業費「放課後児童クラブ利用料減免事

業」につきましては、放課後児童クラブ利用者のうち、経済的負担軽減

を図る必要がある世帯などに対して、引き続き、利用料の一部減免を行

ってまいります。  

１７番、保育施設給付費等事業費「使用済おむつ処分費用補助金」に

つきましては、保育園等での使用済みおむつを保護者の持ち帰りや有料

で預かり処分している施設があるなか、おむつ処分に係る費用を支援す

ることで、保護者や保育施設の負担を軽減いたします。  

 また、１８番、「第２子保育料（０歳児から２歳児）の無償化」

につきましては、現在市独自に実施している０歳児から２歳児を対

象とした第２子保育料の一部無償化を、すべての０歳児から２歳児

に拡大して、保育料無償化を実施してまいります。  

１９番、児童手当支給事業費「支給対象者・支給額の拡大」につきま

しては、 12 月支給となる令和 6 年 10 月分対象のものから、支給期間を

高校生まで延長、第３子以降の支給額を一律 3 万円とするなど、国の制

度改正に合わせ拡充してまいります。  

 

次に、衛生費でありますが、  

２０番、予防接種費「帯状疱疹ワクチン接種助成」につきましては、

加齢等による免疫機能の低下により、日常生活に支障をきたすほどの皮

膚の痛みや発疹などがおこる帯状疱疹予防のため、５０歳以上の方を対
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象に、引き続きワクチン接種費用の一部を助成してまいります。  

２１番、乳幼児健康診査費  「生後１か月健康診査費助成」につきま

しては、子育て支援のひとつとして、こども医療費の対象外である生後

１ヶ月児健康診査費用を助成してまいります。  

２２番、まちなか保健室事業費「まちなか保健室３か所の運営」につ

きましては、駅前館・田町館、そして先月２６日に新たに開館した「に

のみや館」を含め、市民がいつでも安心して立ち寄り、健康に関する相

談や地域の人と触れ合うことができる健康づくりの拠点として運営して

まいります。  

２３番、妊娠出産包括支援事業費「産後ケア事業の拡大」につきまし

ては、出産後の母子に対して、心身のケアや育児サポートを目的に、委

託した医療機関等において、宿泊型やデイサービス型のケアを一部自己

負担で実施しておりましたが、利用者負担をゼロにすることで経済的負

担なく安心して事業が利用できるよう支援してまいります。  

２４番、市営墓地管理費「合葬墓地の収蔵施設管理・納骨業務」につ

きましては、長田霊園地内に整備中の合葬墓地について、現在、令和６

年夏ごろの供用開始を予定しており、適切な維持管理のため、収蔵施設

の管理業務や納骨業務を新たに委託してまいります。  

２５番、環境対策事業費  「住宅用太陽光・蓄電池システム設置補助

金」につきましては、一般家庭の再生可能エネルギーの普及促進を図る

ため、引き続き住宅用太陽光・蓄電池システムの設置に対して費用の一

部を補助してまいります。  

次に、労働費でありますが、  

２６番、雇用支援対策費「市内事業者への人材確保と移住促進」につ

きましては、ハローワークや真岡地区雇用協会などの関係機関と連携し、

合同就職面接会の開催による雇用機会の確保及び就業の支援に努めると

ともに、ＵＩＪターン就業定住助成金の年齢要件を 35 歳未満から 50 歳

未満に拡充し、市内中小企業の人材確保を支援いたします。  

 

次に、１７ページをご覧ください。  

農林水産業費ですが、  

２７番、スマート農業導入支援事業費「ＲＴＫ基地局の整備・活用

促進」につきましては、高精度な位置補正情報を提供する ＲＴＫ基

地局を整備することで、農作業の効率化・省力化を図り、高齢化や

後継者不足による遊休農地の解消や更なるスマート農業の拡充を推

進してまいります。あわせて市単独のスマート農業 機械導入支援補
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助金により基地局の活用促進を図ってまいります。  

２８番、いがしらリゾート農業拠点施設整備事業費「収穫体験圃場の

管理運営」につきましては、井頭あぐ里っ娘周辺の 農 作 物
のうさくぶつ

収穫体験の

圃場をさらに拡張し、「いがしらリゾート」アグリゾーンにおける一層

の集客を図り、観光・農業拠点として整備推進を図ってまいります。  

 

次に、商工費ですが、  

２９番、工業振興対策費「オフィス進出等促進補助金」につきまして

は、真岡市に本社の新規開設または移転する企業、サテライトオフィス

などの事務所を新規に開設する企業に対し、その開設費用の一部や従業

員の雇用に対する補助を新設し、企業等が立地しやすい環境を醸成して

まいります。  

３０番、観光対策費「グーグルビジネスプロフィール普及促進業務」

につきましては、観光施設や市内事業者の知名度向上、賑わい創出を目

的に、グーグルマップを活用した観光情報等のデジタル化を普及促進さ

せるため、活用セミナーやコールセンター業務を委託し、事業者へのバ

ックアップ体制を強化してまいります。  

 

次に、土木費ですが、  

３ １ 番 、 中 心 市 街 地 道 路 整 備 事 業 費  「 生 活 用 道 路 の 歩 行 者 環 境 改

善」につきましては、台町地区「ときわ町通り」における歩行者の利便

性向上のため、歩道のフラット化や電柱の移設など道路整備に向けた測

量・調査を実施してまいります。  

３２番、都市計画総務事務費「スマートインターチェンジ基礎調査業

務」につきましては、産業や観光の振興を図ることを目的に、北関東自

動車道に新たにスマートインターチェンジの設置を検討するための道路

概略設計や交通量推計などの基礎調査を実施してまいります。  

 

次に、消防費ですが、  

３３番、消防施設管理費  「消防会館建替え及び消防ポンプ車更新」

につきましては、老朽化した消防会館の建替えと普通自動車免許で運転

可能な３．５ t 未満の消防ポンプ車へ計画的な更新を実施し、安全で安

心な生活の確保と災害に強いまちづくりを推進してまいります。  

 

次に、教育費ですが、  

３４番、日本語指導助手派遣事業費「外国人児童生徒への初期指導員
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導入」につきましては、日本語が話せない児童生徒の転入学があった際

に、集中的に初期指導を行うことで、早期に通常の学習に移行できるよ

う指導員の派遣を実施してまいります。  

３５番、図書館管理運営費「図書システム導入業務」につきましては、

令和７年春に開館を予定している複合交流拠点施設等での新図書システ

ムについて、バーコード管理からＩＣタグ管理への移行作業等を含めた

システム導入業務を実施してまいります。  

３６番、総合運動公園整備事業費「３期工区の整備」につきましては、

南ブロックⅢ期工区の最終年度として、野球場周辺のエントランス広場

や園路などの整備を進めてまいります。  

３７番、学校給食センター管理費「学校給食センターの建設及び増

強」につきましては、令和７年度からの給食提供を目指し、引き続き、

老朽化している第一学校給食センターの建て替え工事と第二学校給食セ

ンターの調理能力増強を実施してまいります。  

また、３８番、「学校給食費の支援」につきましては、物価高騰によ

る保護者の負担軽減のため、学校給食費の値上げ分を継続して支援して

まいります。  

 

 以上が、令和６年度当初予算の概要でありますが、  

真岡市総合計画 2020 - 2024 の着実な推進を図るとともに、「選択と集

中」を基本に、真に必要な施策に予算を重点的に配分いたしました。  

そして、はじめに申し上げましたとおり、若い世代が希望をもって

「真岡に住みたい、働きたい、子育てしたい」と思えるような、そして

「真岡市７０周年および二宮誕生７０年」にふさわしいまちづくりへの

対応など、「もおか７０年  未来をつむぐプロジェクト予算」として予

算編成に努めたところであります。  

具体的に申し上げますと、令和６年度は複数年にわたり計画や整備を

進めてきたものが形となって表れる１年となります。複合交流拠点施設、

硬式兼軟式野球場、合葬墓地、学校給食センター、これらの完成や共用

開始が見込まれており、また、いがしらリゾートにおける温泉施設等の

リニューアルを含めた観光拠点の活性化や、中心市街地と周辺地区を結

ぶ「もおかベリー号」の本格運行など、市民の皆様が、希望をもち、楽

しさを実感できる１年間になると確信しております。そして「真岡市７

０周年および二宮誕生７０年」の歴史の上に築き上げられた 今 日
こんにち

を、

さらに今後１０年、２０年と未来へつむいでいける基盤づくりができる

ものと考えております。  
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しかしながら、年々増加する社会保障関係経費、電気料金や物価の高

止まりなどに加え、さらに令和６年度は固定資産税の評価替えによる市

税の減少も見込まれております。ただし、前年度に比べ予算規模が増額

した大きな要因である、大型プロジェクト事業においては、国の補助金

と財政措置のある有利な起債、そして計画的に積み立てた公共施設整備

基金を有効活用することで財源を確保しており、健全財政の維持にも十

分配慮したところであります。  

なお、電子データでお配りしております、資料２「真岡市総合計画  

主要事業・重点プロジェクト」につきましては、真岡市総合計画 2020

－ 2024 における令和６年度主要事業などを掲載しておりますので、後

ほど参考にご覧ください。  

 

次に、令和６年度予算の執行にあたりましては、様々な行政課題に対

し迅速かつ的確に対応することを目的に、一部組織機構の見直しを行い、

執行してまいります。  

 

主な変更点について、ご説明いたします。  

１点目は、総務部です。  

 デジタル戦略課において、各種行政手続きにデジタルを活用することに

よって、行政手続きの利便性が向上する事業を所管業務といたします。  

 

２点目は、総合政策部です。  

まず、総合政策課において、「総合政策係」に「統計係」を統合いた

します。  

これは、総合計画の策定等における統計情報の有効活用、また、職員

体制の機動力が増すことによる業務連携の促進などを目的としたもので

あります。  

 次に、秘書広報課において、「友好都市交流係」を新設いたします。  

これは、海外友好都市交流事業について、市制施行７０周年記念式典

への対応並びに幅広い分野で民間交流等を実施するものであります。  

次に、プロジェクト推進課において、推進体制の再編及び係名の変更

を行います。  

これは、現在の「複合交流拠点整備係」を、複合交流拠点整備や開館

準備に関する業務を担う「複合交流拠点整備係」と、まちづくりプロジ

ェクトなどに関する業務を担う「まちづくり推進係」とし、業務の棲み

分けを行います。  
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また、「井頭周辺整備係」を、市の施策であるいがしらリゾートをよ

り前面にアピールすることを目的に、「いがしらリゾート推進係」へ名

称を変更いたします。  

 

３点目は、市民生活部です。  

国保年金課において、「国民健康保険係」に「保険税係」を統合いた

します。  

これは、保険証発行などの資格管理と保険税賦課業務を同じ係とする

ことで、事務処理の連携強化を期待するものであります。  

 

４点目は、健康福祉部です。  

まず、健康増進課において、「地域医療係」に「ワクチン接種推進係」

を統合いたします。  

これは、新型コロナウイルスの法令上の位置づけの変更により、ワクチ

ン接種が個別接種に移行したことによるものであります。  

次に、いきいき高齢課において、課名変更並びに「介護保険係」に「介

護認定係」を統合いたします。  

これは、介護保険制度や地域包括支援センターを含めた高齢者福祉施策

全般を所管する部署として、市民にわかりやすい名称とするため、課名を

「高齢福祉課」といたします。  

また、介護保険制度の運営にあたり、業務・運営の一元化、円滑化が図

れること、スケールメリットを生かした業務効率化が図れることから、

「介護保険係」に「介護認定係」を統合するものであります。  

次に、こども家庭課において、「こども家庭センター」を設置いたしま

す。  

これは、家庭相談係内の「こども家庭総合支援拠点」と母子健康係内の

「子育て世代包括支援センター」の各機能を統合のうえ、相談支援機能や

各種支援機能の強化を図ることを目的に、「こども家庭センター」を設置

してまいります。なお、「こども家庭センター」の設置に伴い、「子育て

世代包括支援センター」の名称は廃止といたします。  

 

５点目は、建設部・上下水道部です。  

まず、建設課において、「建築係」と「住宅係」を統合し、「建築住宅

係」へ係名を変更いたします。  

これは、住宅に関する補助金等の窓口が一本化となること、市営住宅の

設備トラブルへの対応が迅速になること、さらに、市営住宅の工事発注・
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施工管理等を建築技師が担うことで業務改善が図れることを目的としたも

のであります。  

次に、都市整備課において、「管理係」の係名を  

「都市整備係」へ変更いたします。  

これは、現在の「管理係」が、管理業務のほか、中心市街地リノベーシ

ョン事業並びに地籍調査を所管していることから、業務内容に合わせ係名

を見直すものであります。  

次に、下水道課において、水処理センター業務の再編及び「水処理係」

を新設いたします。  

これは、水処理センターの維持管理業務を、下水道事業団と管理協定締

結のうえ包括委託することで、職員は配置しないこととするものでありま

す。あわせて、下水道事業団の管理監督業務等は、新設となる「水処理

係」が所管いたします。  

 

以上、これらの組織機構の見直しを行い、今後も機能的な組織運営

に努め、新たな行政需要や課題に対応しながら、より一層、市民サービ

スの向上に取り組んでまいります。  

 

令和６年度当初予算の概要についての説明は以上となります。  

 


